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紀伊水道域に於けるマダィPα8那・解伽

勉碑07T．・＆S．につてい骨

川　　　瀬 実

紀伊水道帰属問題に関連し，昭和25年9肚粥和2ア1年7・脳実施した試騨瓢び当業鯛査により・

紀伊水道域及びその隣接域に於て漁獲されたマダイP己砂）s耽凋㎜万つr　T。＆・Sに関して二三の知見を得た

ので報告ナるo

　瀬戸内海に於てはマダイは重要水族の一つであることは言う迄もないo紀僕水道帰属問題の焦点として考

えられるのは小型辱喫網漁業及び一本釣の調整を如何に行うべきかという事であり・この両漁業の主要対象

水族の一つであるマダイについて，その資源的性幣を纏握する為に，我々が調査指定魚種として取り上げた

事は極めて当然と言えようo故に，この調査の目的として，マダイ群の系統的研究を目的としたo残念なが

ら充分な資料を得る事が出来なかったが，逐次本研究を進めて行く稽りである。

　本研究を遂行するに当り，資源部長福田技宮の終始墾篤なる指導と適切なる指示に対し傑く感謝の意を表

するものであるo亦種々討議していただいた林技官，多々良技官，山口按官，高尾技官に謝意を表すQ

§材　　　料

　材料として用いたのは次の101個体であるo’

　　　1950年　10月　　13個体　　　　195！年

　　　ケ　　　［1月　　3　ゲ　　　　ケ

　　　グ　　　　12月　　32　ケ　　　　　”

　　　　　　　　　　　　　　　　　〃

7月

8月

9月

I　l月

27個体

1ヴ

1　ケ

4　び

1952年

グ　．

グ

〃

ケ

1月

2月

4月

6月

7月

4個体
『伊

4　び

8　〃

7　〃

以上の材料の中，試験操業では高年魚の材料が乏しいので当業船調査より採鱗された30個体が含まれてい

るo

　§測　　　定
　体長（mm）は塑端再り尾鰭基部迄を測定し体長として用いた。尾鰭基底は試験操業に於ける船上測定で

はかなりの誤差が認められ，測定能率も悪い（他魚種を全数パーチメント・メソッドで測定する為）ので，

かかる方法を用いた。体重（9）は桿秤及び自動秤により船上にて現場測定を行った。鱗の採鱗部位は背鰭

前端下方域で一個より数枚の鱗を採取し，ソーダ処理法によって処理し，スライドグラスニ枚の聞にはさ

み，万能投影器による20倍透視投影によっ七測定を行ったo測定の部位は，核と肩を結ぶ線上で，鱗の全長

（T）及び核から輪までの長さ（fn）について測定したo

　§輪紋の鮮明と形成時期
　　　　　　　まト
　海老名は瀬戸内海産（広島）と外海産（宮崎）の輪相の比較を行い，瀬戸内海産は明瞭で外海産は不明瞭

であると報告しているが，この研究に用いた材料も輪稗の判定にはかなりの困難を伴なった。然しどの基準

に於て，明瞭，不明瞭とするかは極めて疑問であり，測定の際当然実測体長から輪紋が形成されていると予

想させるが，読みとれないものは，そのまま読みとらずその次に読れたものを濡二年目のものとして測定し

たo，
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）
　輪紋の形成時期につり頂，提咀は旺盛な成長の嗣始せられ範卸夏7月頃とし，手ゆ鱗の縁に輪紋現われて

いる個体の割含を月々匠求め，個体えよって可成りの遅速はあるが，「㌔月～1『月に出来8月が最も多いと報

　　　　　　　　4）告している・亦酵名は和歌山・鶴方面に質肝嵌集臓では約6割澱の辺縁彫礎れ・5月の

材料で大部分の鱗の辺縁に出来ているから，2月乃至3月上旬頃最低水温の頃に出来ると言っている。紀伊

水道域から得た鱗の輪紋形成時を推定づる為に，鱗長（T）から核より最終輪（Vmax）の長さを減じた値

の平均を求め次の様な結果を得た。

年　　月　　　鱗長範囲

1950　　10　　　　　　　69～146

を　峠．　　虻8多～！53

，〃　　　『2　　　　　57弓》147

1951　　7　　　　　　　51＾ゾ『75

『ケ　　8　　　H3驚，L

・ケ　　　9　　　　56

・ケ　ー　　l　I　　　　　　　62～13．9・，

，二I　q52　・　［　　　　　　　82－l　lO・・

〃　　　2　　　　133

〃　　　　　4　　　　　　、83～129

び　6　　、72γ153，

〃7　87～II4

個体数
『3

　3、

32・、

27

4

4

1
4
8
、

7

平均
14。O

I6，3，

14．8

　7。8

　9

、6

14．5

17

7

8．5

．14，5

目3

　各月とも個体数少く，かなりの偏りも予想され，個体の大きさも異るので，直ちに推定し得ないが，、，輪紋

形成時期は相当幅があり春先から初夏にかけて形成されると見（よかろうo

1）真鯛の系統に関する研究　瀬戸内海産と外海産（宮崎県）との比較（予報）

　海老名謙一ll日本水産学会誌VoL6・No・4・
2）鯛　　梶山英二　昭和12年9月
3）瀬戸1内海に於けるマダイのSしockκ関す為一二の知見王　始観　臼本水産学会誌VoL6。No．4

4）真鯛の系統に関ずる研究　亙　海老名謙一憎本水産学会誌　VoL7・No・3

§・体1長・1とb鱗1長．、　　　・　　　　　　　1　　11、　、r卜1・　　　・’　　　　、　　I　l一

体長（1、）と鱗長（T）の関係を直線回帰によって求めるとン体長範囲92～784mm，鱗長範囲44～175

mm（×20）に於いて

　　　　　　　　∫L・〒5，II7T－168・与

欺る関係式を得た。（第『図）・．
　　　1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）『
　海老名曝和黙山県外洋性産の体長4鱗大を壬

の広島牽と比麟して，・和歌山群が梢大きのと言

っ1てい恥こ卑際充分考麗さ型胞ば全く無幕

昧な結果に終るだろうo即ち採鱗部位の間題で

あるo海老名は日本水産学会誌voL4・No．4で

は，側線の中央より稽下方の鱗と記載している

が王は採鱗部位ゐ記戯が欠けている。紀伊水道

域にての採鱗は前述の通り背鰭前端下方域であ『

凱これらとの比較は極めて困難であり，検討

じ得ないo

鱗
長

鱒1
日

）く

．第1図　体長鱗長の関係

1）真鯛の系統に関する研究　∬　海老名諏一　日本水産学会誌　VoL7　NO．3

2）瀬戸内海に於けるマダイのStockに関する一二の知見　王　賄観　日本水薦学会誌IVoL6・No・4
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§計算体長　　　　　　‘　　　　　・拒、警
　1）
　王は『93β年4見乃至1937年2月の466犀について，計算体長を出し，第π輪（rl）の出来た当時の計算体

長は81c嫡後のものが批晒が」3c痢後のもの謹腿，馨て鵜これらは生育恥黙し幾長力竃

異喬為の別々璽系統群ではなかろう力植輯貴しているo海老名は和歌山群について，計算俸長を出ト，その

モー噸栖解広島産と似て蝸が謀の変畢範騨狭いと述べ守る・、『

，・亦三善は鱗の第で冬輸の幅の割合に狭いもΦをA群，幅の割合に広いもΦを阜群として鱗相によ？て二つ

の型に分け，A群と．弓群では体暴に相異がなく，，この二つの型は，、王の系締に適合はしないが，極尽・初期犀

於いては生育の条件の違いから起る二つの系統であったこと峠疑欺かろうと言っている。紀伊水潭球璽得た

材料について，LEAに倣って

　　　　　　　　　　　　　11翼＿一L（L－b）＋b．　　　　「　1　㍉r『・
　　　　　　　　　　　　　　　　T

の式によ凱計算体長を求めた結果は別表』（第1一表）の如くである。夫タiの輪紋形成時に於暁る計算体表の

モードと平均は次の様な結果を得た。（（第2図）

第2図1計算体長頻度分布

ll

ll、

ll

溜
鍵ll

割

w

北
」

10

5

0
：i／

累o

』

w

loo 2QO

　　　　モード

11　　　　　70

12　　　　190

13　　　　280

14　　　　　350

15　　’［4きO

r6　　　　490

30Q　‘楓mm）40Q

平　　均

50．02

162．68

255．48

3脅4・6孚

432。13

496．78

5QO 600 麗o

餐輪群（rl　r2…rl夏）一とーもにその体長分布の幅は150mm前後であるo

1）瀬戸内海に於けるマダイのSaockに関する一・二の知見手胎観　日本水産学会誌VoL・6・No・』4

2）広島に揚がる真鯛の系統に関甘る研究、，三善清旭　日本水産学会誌　VoL7・No・3
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l

　§成長　曲線
　　1）
　王は瀬戸内海産マダィの成長曲線から6月～H月頃までのものは2月から6月迄のものに較べて小さいこと

が7才以上で殊に顕箸に認められ，6・7月の候に系統が変るように見えると報告しているoこの事は系統の相
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）
異よりむしろ年級の相異と考えた方が蛋当ではなかろ、うかo海老名は瀬戸内海産と関東産を比較して，関東．

産のものは成長度が甚だ後れており，即ち10帯目迄は体長に於いて約二割の小形を，体重に於て約3割以Lの

軽きを示しているoこの原因は水温の高い事，餌料の豊富な事だろうと述べているo又広島群と宮崎群の生

長度を比較して体長，体重共に外洋産（宮崎産）のものが生長度がよいと報告している。

　紀伊水道域のマダイの体長と体重の関係を求めると

　　　　　　　　　　　　W属2，4745x『〇一5xL2，96683

となるo（第3図）

10000

．体

重

9
対
数

1000

100

io

第3図　体長と体重の関係 　今成長曲線を，体長と体重夫々に於て求めると別

図の如くなるQ（第4図，第5図）

第4図年令と体長の関係
体畏伽ml

800

、

700

600

500

400

20

ユoo

Ioo

1　且　皿　π　v　w　珊　需　収　7【（年令）

』00　体長（mm）対数　　IOOO博

体長の成長曲線は洛轍形成時に於鵬計算体辱（1・）を平均した徴描い属のである・これを見，

ると，15）満4才）を境として曲折し，その前後は極めて良く直線的な傾向を示しているo故に，系統の

差異によるものでなく，生態的に変化する時期で，丁度親魚となる頃とみてよかろう。、15迄は97．98mmの

平均増長蛎し，「それ以上の平均増長は6・．3・一である。このことか嘲ら旅，海老名魏う鴎鰍

1）瀬戸内海に於けるマダイのStockに関する一二の知見　王　胎観　日本水産学会誌VoL6．N（L4

2）真鯛の生長に就て，　海老名諜一　日本水産会誌Vol．4No．6
3）真鯛の系統に関する研究　海老名謙一　日本水産単会誌VoL6．No．4

4）　同　　　　上
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　　　第5図年令と体重の関係　　　　　　　　　　　　　り破暴ぼ良拠様である。

　　1㎝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　W、＝2，4745冬10一亭X　L蓼i69983

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．の式から求めたものであ

　爵　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　1成長は良らo
l・・数’loo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一§考　　二 寮．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11）’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田内，三善は農林統計（明’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　治35年～昭和8年）を用い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て，沼岸漁獲高の相関を求

1賦　　　…　　　　・＝・…．　呼令）ず　　　　　　　　　　　　　　　　　即ち瀬戸内海の東部と鹿児

．島a宮崎・高知・和歌山・徳島の浩岸漁獲は同一魚群体に属し，瀬戸内海の中部及び西部の漁獲は別の魚群

体ぜあると述べて“る。と1の研究に用いた材料からも，紀伊水道及びその隣接域に於ける系統は一つである

轡騨れる・『

，1）瀬戸内海に於ける鯛爾漁況　田内森註郎，1三善清旭　日本水産学会誌VoL9・No・3

第1表
年級徽欝
’51

’50

F49

f48

f47

I
I
皿

π

皿

贋

1▽

1▽

▽

5

10
10

14

13

［6

3

7

7

体長範囲

148－120

乳161～2『4

185～3『1

228ん276

書06～368

282～349

360｛一459

．334～412

400－510

平均1鱗蜘囲

159．201

183．50，

253．『0

256．36

343．50

315．56

406．67

377．i4

466．43

69（r92

51酬86
56～107

65－120

78～、H3

84～122

96～139

103～146

ll7～153

平均

80．00

65．90
き6．80

85．00

99．39

100。44

lI6．33

口8。86

129．29

，鱗紋長範囲

48～75

　32～63
r135～53
r2　50～，84；

r1　25－68
r250～90

rl33～52
r258～76
r3　74～104

rt28～64
r250～87
r3　70～107

r1　45～46
r265～77
r376～ror
r4　92～125

n　35－53
r255～88
r372訓13
r4　92～137

YI　42～55
r26i～80
r　72～1033
r　90～129ユ

r5　107～147

平均 i計算体長範囲

58．20・

45．20

45．78
7『．50

46．86
68．36

42．50

57．88
89．88

43．36
66．33
86．88

45．67

73．33

93．33
108．33

41．83
69」29

89．43
［09．43

46．『4

70．33
P6．83

10」．14

122．71

h
I2

11

12

11、

12

13

11

12

13

11

12

】3

14

b
I2

1衆

14

11

12

13

】4

｝5

40．29～　97．14

27．80～『21．62

　－2．6～86．［6
1召7flO～2♀1・，76・

一22．26～130．38
124．21～202．60

一22．17～90．62

128．53～214．81

273．72～321．96

一29．03～96．81
105．32～199．82
189．9（3～299．68

　34．『2～84．70
170．03～216曹14
249．86～331．00
337．96～395．74

　5．l　l～　37。94

122。99～182．50
191．4『～28…）．45

287．90～369．39

41．59短85．33
151．87～l　g3．『3

230．52～277．00
314．49～398．71
378．62～479．20

平均

65．65

73．44
50．36

『80ヤ54
疹7し57

175．10

52．09
182．50

294．85

38．81

148。77

25G．85

60．20
190。06

289．43

368。06

23。13
『49．04

242．45

332。94

60．23
170．09

251．96

346．12

440．51
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第■表（つづき）

年級：轍野 体長範囲

叫6

’45

’44

『43

F41

▽

琢

町，

皿

K

x

7

i　l

3

2

443～513

4歯～659

477～511

‘568～618

738

784

平均

469．29

546．45

493．67

593．00

，鱗長範囲

122短153

旧～168

l　l7～144

143～147

153

175

平均

131．43

［37。00

134。00

145．00

輪紋長範囲

rl　35～　49
γ2　52～75
γ3　72～98
1’4　83～124
γ5　113～138

n
r2

r3

r4

r5

r6

rl

r2

r3

r4

r5

r6

rI

r2

r3

r4

r5

r6

r7

30～．44

50～70
63～100
86曝120
99型『45

105～『60

31～53
58～65
73～85
85～l　I8
97～128

107～13ア

　40
　70

70～90
90－I　l　l

lO8－125
122～132
133～143

rl

r2

r3

r4

r5

r6

r7

r8

Yg

rl

r2

r3

r4

r5

r6

r7

r8

「g

「10

37
56
75
89

【00

110
121

133
148

47
63
80
92

104

月5

129
140
15『

164

平　均

34．57

64．43
84．43

103．114

122．『4

38．27

59。73
79．55

100．00

目7．27

130．6窒

41。33
4『．00

79．67
101．33

H6．00
125。33

40．00
70．00

80．00
100．50

116。50

127．00

138．00

計算体長範囲

1】　　5．53～　67．25

12　101．92～187．53

13205．92～274。10
14257、03～395．64
15397．44～473。88

11　　－8　36～67。74
12　98．47～185．12
1320ト．98～302．09

14302．52～405．53
15354．42＾一516．09

16445．24～595．88

h　r29。59－80。09
12　168。33～122．81

13　194．59～283．17
簸284．『9～385．0雫
一15882匿82～432．Ol

16423。17～474．21

1｝　31．90～　51．48
12　182．15

13216．49～282。39
14326．44－387．63
15425‘09＾》457．75

16492．80～502．46
17547．92～562．95

11

12

13

』
『15

16

17

18

1g

lI

12

13

14．

15

16
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旧2．15
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高年魚も割合

形成れる

便噸主

RIR

ミッェソS餌rida　elogataについて

漁獲尾数（第一表）

麦那東海黄海の底曳網漁業と
其資料
　　一筆原晃
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海区春桝網タイ漁況の変動原因調葦報
告，香川県水産試験場事業報告
　　　の（晦ska1）

　（Te皿mincketSchlegel〉

S一．　tu由bil

記婁・

然し更に厳密さが、

西海区水研，以西底魚資源調査報告，
Ig51．

月別性別背椎骨数度数分布
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モードげσ
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高年魚の割合も

形成される’

、便宜上

R！R7
　ミツエソ　Saurida・elongata
　曳Temm至ck　et　Schlege1）

漁獲尾数（第一表40頁参照）

：支那東海黄海の底曳網漁業と
其資源

　　一笠原昊
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　　ノペ
Scia　enidae

N蓋bea　aYgeRta　　a

　　　　　　〈r産卵群について

意味ずけ

1952－1月
　！951－6月

20謝も少さく分解した成分では，
　これほ更に　合月におい

Ei重5P　〈『
．『蓼麹に

〆
r
咳
果 の巾がみられるのとナ

　ム　　　　　　　　　　パ

遡臥鵡
反影

・福瞬墜，

ぢ1詞．8レ

磯～世L）3

’識貯範囲砺加る塑と’F’
皮影

．擁灘取上げたもの學r、

’鎌鱒巴鞭
　』諺予想貫れ垂発生後は…

．蒸譲雛　一

・麟讐灘警の検出吻
　∫・平均漁獲　数…

　　　　　ハ　妙くとも（Figi）にかがげた｝

a）月，。海区

、櫓群諺均遜が…

、局海区・

背鰭軟条数の一平均値

平均値ヵ曳25．5以＿L

未々の肇　．

季鰍、l　l
　！欄外）

　・体重による…

　（シ・グチr951年級’5ピ年1月）

竺る三と（Tablel2）

性比

γ

正

　Sciaenidae

　Nibea　argentata
　　　　　　　噌　　　

、　．

　産卵i群に影いて

　意昧づけ

　1952－3月・

　195i－l　l月

　20nm少ざくL分解した成碕では’

こ魂轄II・⊥脈紳
，Eig5

冬弊…．

　匹に変動巾力珂成みられるのζ，
　　びず　い　　　　　　　　　　　　　　　　　べ　

判断し癒。

　反映

　個体遜き
βh？・ラ，工

GW！（Tみ）3

　可邸噂囲堕翻のとr
反墜　　、・

、r舞こ鞭上げ届鱒
7多様怪隼罵満度

　と予想登．れ発生後は…

，鷺篶誰包は．．．

　トル、

　平均漁獲尾数
　　　　一　トル

　「月海区」
、．魚群の均貿墜力｛…

　需海区」、

　背鰭軟条数の平均値

．平均値潜25、5以下

　夫々季

季節ド4和
｛轟翻月・騨6・7月は｝

　．・体長による…

　（沖グテ隔鞭’警明）
一作るとITablel2）

　涯「比
　9（％）

　　45
　　48
　　56
　　56
　　55
　　60
　　62
　’52

2 ≧



頁

90

　〃

　ケ

91

　ゲ

93

　グ

94

95

　〃

99　『

〃

『00

グ

〃

σ

101

グ

グ

ケ

102

〃

103

104

〃

107

『！0

口2

グ

H4

内
ケ

121

123

伊

124

配

行

上12

半18

下10

上写3

，上4

（題目）

第噛

下9

上2

下3

上9

第6図（体長目
盛）

第シ図

　〃

下4

参教献

表題

上2

下r2’

下7

上5

上19・

註1）

鋤図体長目盛
下3

（題目）

上2

2・1・2図の5』

下5

下5

2・2①2図

下4

下3

図

上25

下8

下3

下4

誤

…はじめに資料は…

最少限度21．凶

　一訂能精　も考えら

　　　　ハ形質の変異は

形質の変質の…

Nibをanibe士emmin6ketSch翌egel

　　　I952一し月・
　　　一；大阪鐙』

R＝0．3277十〇．014851、

平均をとると，　1で3．2mm

大体分離しているoるものと思われる

　（G。W／（T．L）3

360，　480，　400

　G．W　　　＿50．1　（TL）3

　G・W＝4．o
　（T・L）3

ロ相当数

郷繭の底曳纈業と其鞭

丁．＆S。

　ケ
尾鰭基部
長サ（f㎡）

最終輪（Vmax）

聖
マダイのSaock
I　OO♪　200，　200

15）満4才）

　（Forska1）

をm群とし，両群

　（雌雄が逆）

50～100％

7月になってだけが
聾（体長・体重の図の卵数の単笹はrO万）

その混合等に

9月12日，第四綱大阪湾…

Fig3イ末ダイの体長組成の分解

（Fig3）

…範囲が拡いためか…

・∴30～40mmに及び…

・・多いが・＿体長が100mmに…，

正

・・はじめの二資料は…

最少限度25．1～

一可能性からも考えら

形質は

形質の変異の…

Nibeanibe　（JordanetT血ompson）
　雄　1952－i月
　　　大阪湾
　雌
R＝1』1035十〇、297L

r星で3．2mm

大体分離しているものと思われる

G．w／（T、L）3×【06

360　　380　　400
　，　＿》

　G．W　　　　×106＝0．1
（T．互、）3

　G。W　　　　×106ロ4。0
〈T・L）輩，

I　l月に相当数

支那東海黄海の底曳網漁業≧其資源

（Temminck　eセScむlgel）

　　　　ケ
尾鰭叉部’（Fork　length）

長サ（rm）

最終輪（mfax）

Il．3　　　　　　　　　。

マダイのStock
’100，　2QO，　300

15（満4才）

　　　の　（Forskal）

をm群とし塗堕＝L月d堕）の両群

50－60％

7月になって雌だけが

その混合に

9月12日第四網2＿零阪湾1・・

Fig三
（Fig4）
…範囲が広いためか…

30～40mmに及ぶ…
・・多いが，屡次体長が100mmに撃
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